
授業の目標などを基に、問いを作成
参加者は事前に「１.育てたい生徒像」「２.単元（本時）

の授業の目標」を基に、「３.授業の中で具体的な問い」を

作成し、ワークシートに記入して提出 １。ワークシートは、
ワークショップ前日までに参加者間で共有した。

深めたいこと、解決したいことの共有・議論
文系・理系・国語の３つの分科会では、各自のワークショッ

プで「１.深めたい、解決したいこと」2 をもとに、他の
先生との対話を通して「問い」を深めていった。その際、

「『Ｃ』の問いの具体化」に記載された疑問詞・接続詞など

4 を参考にした。

気づきや課題の共有
分科会での対話の中で気づいたことや、出てきた課題を、

全体で共有した。

新たな気づきや改善ポイントを整理し、問いを修正
ワークショップで得た「新たな気づき」「改善のポイント」

3 をもとに、ワークショップ前に作成した「問い」を改訂

6 。次に、疑問詞・接続詞を活用し、「『Ｃ』の問いの具体化」

を基に、「Ｃ」の問いを作成した 6 。最後にまとめとして、
ワークショップを通じて生じた「３.新たな問い〜モヤモ

ヤ感・先生方と共に考えたいこと」を記入した 7 。

2022年2月、本研究会では、「問いづくり」のワークショップをオンラインで実施しました。

文系・理系・国語の３つに分かれて行われた分科会では、特に生徒の学びを深めるための「Ｃ」の問いに着目し、

「問い」をどのように進化させ、深めていけばよいのかを話し合いました。

P.10〜33では、ワークショップに参加した12人の先生方の「問いづくり」の実践を紹介しています。

最初に作成した「問い」、ワークショップでの気づき、ワークショップ後に修正した「問い」、次なる課題のすべての記録です。

「問いづくり」の実践
─教師12人のワークショップでの気づき、問いの変容の記録
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■ 各参加者のワークショップの記録事前ワーク１

ワークショップ：分科会2

ワークショップ：全体会3

事後ワーク4
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